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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月4日(2016.1.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録担体（２０）を印刷するためのデジタルプリンター（１０）であって、
　当該デジタルプリンター（１０）は少なくとも１つの印刷ユニットを有しており、
　当該少なくとも１つの印刷ユニットは、印刷されるべき画像の電荷画像を電荷画像担体
（１０１）上に形成するステーション（１００）と、トナーおよび媒質液を有している現
像液を用いて前記電荷画像担体（１０１）上の電荷画像に着色する現像ステーション（１
１０）とを有しており、
　前記現像ステーション（１１０）は、
　・前記現像液を前記電荷画像担体（１０１）に転写するアプリケーション手段（１９９
）と、
　・前記アプリケーション手段（１９９）の側方に隣接して配置されている供給システム
（２００、２００’）とを有しており、当該供給システム（２００、２００’）は、前記
現像液を前記アプリケーション手段（１９９）に供給し、プレチャンバ（１１３、１１３
’）と電極セグメント（１１４、１１４’）とを有しており、
　前記プレチャンバ（１１３、１１３’）は、側方に位置しているアプリケーション手段
（１９９）の方に開放しているとともに、上方へ開放しており、かつ、前記現像液で満た
されており、これによって開放された表面を伴う現像液から成る補償体積体が生じ、前記
アプリケーション手段（１９９）は現像液を受け取るために当該補償体積体を通過し、
　前記電極セグメント（１１４、１１４’）は、前記プレチャンバ（１１３、１１３’）
に隣接しており、かつ、前記アプリケーション手段（１９９）の側方に、該アプリケーシ
ョン手段（１９９）との間に間隙が形成されるように配置されており、当該間隙を通って
前記現像液が案内され、
　前記電極セグメント（１１４、１１４’）は、前記間隙内で前記現像液のトナーが前記
アプリケーション手段に移るような電位にある、
ことを特徴とするデジタルプリンター（１０）。
【請求項２】
　前記供給システム（２００、２００’）のプレチャンバ（１１３、１１３’）は、側方
に配置されている、現像液用の流入部（２０１、２０１’）と、現像液用のオーバーフロ
ー部（２０２、２０２’）とを有しており、
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　前記プレチャンバ（１１３、１１３’）には、前記アプリケーション手段（１９９）に
移る現像液よりも多くの現像液が供給され、前記アプリケーション手段（１９９）によっ
て引き受けられなかった余剰現像液は、前記オーバーフロー部（２０２、２０２’）を介
して排出される、請求項１記載のデジタルプリンター（１０）。
【請求項３】
　前記電極セグメント（１１４、１１４’）は、前記アプリケーション手段（１９９）に
隣接して延在している終端部分（２０４、２０４’）へと通じ、当該終端部分（２０４、
２０４’）は前記アプリケーション手段（１９９）に対して平行に位置している、請求項
１または２記載のデジタルプリンター（１０）。
【請求項４】
　前記電極セグメント（１１４、１１４’）は、前記アプリケーション手段（１９９）に
隣接して延在している終端部分（２０４、２０４’）へと通じ、当該終端部分（２０４、
２０４’）と前記アプリケーション手段（１９９）との間隔は変化する、請求項１または
２記載のデジタルプリンター（１０）。
【請求項５】
　前記電極セグメント（１１４、１１４’）は、前記アプリケーション手段（１９９）に
隣接して延在している終端部分（２０４、２０４’）へと通じ、当該終端部分（２０４、
２０４’）は前記アプリケーション手段（１９９）に同軸に収束して位置している、請求
項４記載のデジタルプリンター（１０）。
【請求項６】
　前記プレチャンバ（１１３、１１３’）の下方終端部に、前記アプリケーション手段（
１９９）に当接しているシーリングドクターブレード（２０３）が配置されている、請求
項１から５までのいずれか１項記載のデジタルプリンター（１０）。
【請求項７】
　前記プレチャンバ（１１３、１１３’）内に衝突板（２０８）が配置されており、当該
衝突板（２０８）の上方または下方に、前記流入部（２０１、２０１’）を介して供給さ
れた現像液が導かれる、請求項１から６までのいずれか１項記載のデジタルプリンター（
１０）。
【請求項８】
　前記供給システム（２００）は上面に前記電極セグメント（１１４）を有しており、下
面に前記プレチャンバ（１１３）を有しており、
　前記電極セグメント（１１４）は前記アプリケーション手段（１９９）に隣接して、成
形部（２０５）を前記プレチャンバ（１１３）の方向へ有しており、当該成形部（２０５
）は前記補償体積体（２０６）内に延在している、請求項１から７までのいずれか１項記
載のデジタルプリンター（１０）。
【請求項９】
　前記電極セグメント（１１４）の前記成形部（２０５）の先端は、前記プレチャンバ（
１１３）の前記オーバーフロー部（２０２）よりも低く配置されている、請求項８記載の
デジタルプリンター（１０）。
【請求項１０】
　前記電極セグメント（１１４）は、前記オーバーフロー部（２０２）を介して前記プレ
チャンバ（１１３）に引き入れられている、請求項８または９記載のデジタルプリンター
。
【請求項１１】
　前記供給システム（２００’）は電極セグメント（１１４’）を有しており、当該電極
セグメント（１１４’）内には前記プレチャンバ（１１３’）が挿入されている、請求項
１から７までのいずれか１項記載のデジタルプリンター（１０）。
【請求項１２】
　前記アプリケーション手段（１９９）として現像ローラ（１１１）と、当該現像ローラ
（１１１）に隣接して配置されているアプリケーションローラ（２１４）とが設けられて
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おり、
　前記供給システム（２００’）は前記アプリケーションローラ（２１４）に隣接して配
置されており、当該アプリケーションローラ（２１４）は前記現像液を前記供給システム
（２００’）から前記現像ローラ（１１１）へ搬送し、前記現像ローラ（１１１）は前記
現像液を前記電荷画像担体（１０１）へ搬送する、請求項１から１１までのいずれか１項
記載のデジタルプリンター（１０）。
【請求項１３】
　清掃ユニット（１１７、１１８）が前記アプリケーション手段（１９９）に設けられて
おり、前記残留現像液は、前記オーバーフロー部（２０２）から、流れガイドエレメント
（２１０）を介して前記プレチャンバ（１１３）に供給される、請求項２から１２までの
いずれか１項記載のデジタルプリンター（１０）。
【請求項１４】
　前記アプリケーション手段（１９９）には、前記アプリケーション手段（１９９）上の
前記現像液混合物を調整する調量手段（１１５、１１６）が配置されており、当該現像液
混合物の、前記アプリケーション手段（１９９）から取り除かれた現像液が前記オーバー
フロー部（２０２）に供給される、請求項２から１３までのいずれか１項記載のデジタル
プリンター（１０）。
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